
『権記』記載の出家・死去記事

五一

は
じ
め
に

『
権
記
』
に
死
亡
が
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
は
管
見
で
五
九
名
。
出
家
は
十
名

（
死
亡
記
事
の
あ
る
者
は
除
く
）。
そ
の
他
、
薨
奏
記
事
や
法
事
な
ど
か
ら
死
亡

が
知
ら
れ
る
者
は
六
名
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
み
え
る
人
物

と
行
成
と
の
関
係
を
検
討
し
、
行
成
が
何
故
に
日
記
に
記
載
し
た
の
か
、
行
成

に
と
っ
て
そ
の
人
物
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
等
を
考
え
、『
権

記
』
に
み
え
る
行
成
の
人
的
関
心
の
一
端
を
探
り
た
い
。

ま
ず
、
死
亡
記
事
で
あ
る
が
、
大
き
く
六
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
行
成

の
祖
父
藤
原
伊
尹
に
遡
る
親
族
・
姻
戚
関
係
。
母
方
外
戚
で
あ
る
源
保
光
周
辺

の
人
物
、
お
よ
び
行
成
室
の
系
譜
で
あ
る
源
泰
清
周
辺
の
人
物
。
い
わ
ゆ
る
身

内
的
存
在
の
人
々
。
二
つ
に
は
外
戚
に
繋
が
る
皇
族
関
係
。
三
つ
に
は
中
関
白

家
の
人
々
。
四
つ
に
は
そ
の
他
の
源
氏
。
六
つ
に
は
上
記
以
外
の
人
々
で
あ
る
。

１

行
成
の
父
義
孝
の
兄
弟
で
は
、
伯
父
挙
賢
は
す
で
に
亡
く
、
叔
父
の
入
道
中

納
言
藤
原
義
懐
の
死
去
を
記
す
。
義
懐
は
妹
懐
子
所
生
の
花
山
天
皇
が
即
位
す

る
や
権
中
納
言
で
実
権
を
握
っ
た
が
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
六
月
花
山
院
出

家
と
と
も
に
出
家
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
義
懐
の
死
去
は
『
権
記
』

寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
八
月
乙
亥
条
（
以
下
、『
権
記
』
が
出
典
の
場
合
は
年

月
日
の
み
と
す
る
。）
に
「
自
二

飯
室
一

叡
頂
法
師
来
。
示
二

入
道
納
言
未
剋
入
滅

由
一

。
納
言
出
家
後
廿
三
年
。
時
年
五
十
二
。
夜
半
兵
衛
佐
（
藤
原
伊
成
）
参
向
」

と
記
す
。
父
義
孝
の
姉
妹
に
は
冷
泉
帝
女
御
懐
子
、
藤
原
為
光
室
と
な
っ
た
二

人
の
女
子
、
藤
原
隆
家
室
と
な
っ
た
女
子
、
藤
原
忠
君
室
で
の
ち
に
源
致
方
室

と
な
っ
た
四
君
（『
大
鏡
』
伊
尹
の
段
）、
九
の
御
方
と
よ
ば
れ
た
冷
泉
皇
子
為

尊
親
王
室
と
な
っ
た
女
子
、「
五
君
」
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、『
栄
花
物
語
』
巻

三
に
「
女
君
も
九
の
君
ま
で
お
は
せ
し
、
そ
の
御
方
の
み
こ
そ
は
残
り
給
ふ
め

れ
」
と
あ
り
、
多
く
は
早
死
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
行
成
は
長
保
四

『
権
記
』
記
載
の
出
家
・
死
去
記
事

安
　
田
　
政
　
彦



『権記』記載の出家・死去記事

五二

御匣殿

藤原師輔×

兼家×

隆家室

四女（藤原忠君室のち源致方室）

為光

女子
女子

五君

誠信

斉信○

長信

公信○

道信×

女子

義懐

伊尹×

挙賢×

義孝×

成房

伊成

為尊親王室

（九の御方）

懐子（冷泉女御）

代明親王×

（醍醐皇子）

恵子女王（欠）

源重光

源保光（欠）

源延光×

女子

女子

女子

永光

荘子女王（村上女御）

厳子女王×

藤原実頼× 斉敏× 懐平

実資○

男子

女子

源経房室

第二娘

女子

有明親王×

（醍醐皇子）

源泰清（欠）

源守清

頼貞

頼節

女子

女子高雅 親雅

行任○

章任○

基任
雅円○

源忠清×

源正清 清高

明救○

敦実親王×

（宇多皇子）

源雅信 藤原道綱北方

時中

扶義

経頼

成頼
倫子（道長北方）○

源重信× 宣方

乗方

道方○

相方

致方×

『尊卑分脉』寛徳三年没とするが、

『平安時代史事典』は寛弘の誤りか

とする。

○ ○ ○ ○ ○

【参考系図１】

×は『権記』残存記事以前

に死亡・出家。○は『権記』

残存記事以後も生存。

（欠）は『権記』記事欠佚

期間に粗暴・出家。

　　　は死亡記事がみら

れる者。　　　は出家記

事がみえる者。太文字は

『権記』記載期間に死亡・

出家したが、記載が無い

者。その他は不明。



『権記』記載の出家・死去記事

五三

年
八
月
甲
子
条
に
、
故
為
尊
親
王
室
の
出
家
を
「
故
弾
正
宮
御
法
事
。（
中
略
）

事
了
詣
二

東
院
一

。
戌
剋
北
方
請
法
橋
覚
運
為
戒
師
為
尼
。

夜
及
深
更
。
不
レ

触
レ

事
了
退
出
」
と
書
き
残
し
た
。
ま
た
、
寛
弘
七
年
六
月
乙
丑
条
に
「「
自
二

彼

乳
母
許
一

示
送
」
ら
れ
た
情
報
に
よ
り
「
即
為
レ

充
二

雑
用
一

米
十
石
奉
レ

送
」
っ

た
こ
と
、「
今
夜
葬
送
云
々
。
去
三
月
以
来
重
病
。
日
来
坐
二

西
京
清
住
寺
一

云
々
。

高
尾
盛
算
阿
闍
梨
彼
乳
母
腹
柄
也
。
依
二

彼
縁
一

坐
二

件
寺
一

云
〃
」
と
い
う
情
報

を
書
き
留
め
て
い
る
。
行
成
は
為
尊
親
王
生
存
時
か
ら
し
ば
し
ば
東
院
を
詣
で

て
お
り
、
そ
の
親
密
な
関
係
（
１
）

か
ら
出
家
を
書
き
留
め
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

一
方
、
五
君
と
は
日
頃
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
一
族
を
支

え
る
立
場
か
ら
の
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
当
時
、
行
成
は
権

中
納
言
従
二
位
で
あ
る
。

伊
尹
女
子
を
妻
と
し
た
藤
原
為
光
の
死
去
は
正
暦
三
年
六
月
戊
寅
条
に
「
太

政
大
臣
従
一
位
藤
原
朝
臣
為
光
薨
。

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
太
政

大
臣
と
い
う
高
い
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
伊
尹
女
を
室
と
し

て
い
る
こ
と
に
よ
る
記
載
で
あ
ろ
う
。
そ
の
息
、
斉
信
と
は
親
交
が
深
く
、
兄

弟
の
誠
信
の
死
去
、
長
信
の
出
家
を
書
き
留
め
て
い
る
。
誠
信
の
死
に
つ
い
て

は
長
保
三
年
九
月
辛
未
条
に
「
謁
二

金
吾
納
言
（
公
任
）
一

。
左
衛
門
督
（
誠
信
）
此

曉
入
滅
云
々
。
甚
非
常
也
。
恒
徳
公
（
為
光
）
一
男
也
。
権
中
納
言
（
斉
信
）
同
母

兄
也
。
除
目
以
後
不
レ

過
二

七
日
一

。
已
叶
二

盟
言
一

云
々
。
年
卅
八
」
と
記
す
。

「
除
目
以
後
不
過
七
日
。
已
叶
盟
言
云
々
」
と
は
、
誠
信
が
弟
斉
信
や
公
信
に
超

越
さ
れ
た
憤
懣
か
ら
の
死
で
あ
っ
た
こ
と
は
『
藤
原
行
成
』
（
２
）

に
詳
し
い
。『
大
鏡
』

為
光
の
段
に
は
「
除
目
の
あ
し
た
よ
り
、
手
を
つ
よ
く
に
ぎ
り
て
、『
斉
信
・
道

申
剋
。
年

五
十
一

年
卅
二

長
に
わ
れ
は
は
ま
れ
ぬ
る
ぞ
』
と
い
ひ
い
り
て
、
も
の
も
つ
ゆ
ま
ゐ
ら
で
、
う

つ
ぶ
し
う
つ
ぶ
し
た
ま
へ
る
ほ
ど
に
、
病
づ
き
て
七
日
と
い
ふ
に
う
せ
た
ま
ひ

に
し
は
。
に
ぎ
り
た
ま
ひ
た
り
け
る
指
は
、
あ
ま
り
つ
よ
く
て
、
上
に
こ
そ
通

り
て
出
で
て
は
べ
り
け
れ
」
と
記
す
。
も
ち
ろ
ん
創
作
は
あ
る
に
し
て
も
、
誠

信
の
死
が
異
常
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
、
斉
信
の
兄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
成

に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
長
信
の
出
家
は
長
保
三
年
閏
十

二
月
壬
午
条
に
「
左
兵
衛
佐
長
信
於
二

雲
林
院
一

剃
髪
入
道
。

」
と
み
え

る
。
東
三
条
院
の
御
悩
が
続
く
な
か
で
の
記
述
で
あ
る
。
為
光
の
子
女
は
多
い

が
、『
権
記
』
残
存
記
事
期
間
（
正
暦
二
年
﹇
九
九
一
﹈
か
ら
寛
弘
八
年
）
に
死

去
・
出
家
し
た
も
の
は
記
載
す
る
考
え
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
為
光
の
子
女

に
は
叔
父
義
懐
室
も
あ
り
、
こ
う
し
た
関
係
か
ら
も
行
成
に
は
親
近
感
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
義
懐
室
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
伊
尹
女
所
生

の
道
信
は
正
暦
五
年
の
死
去
（
３
）で

あ
る
が
『
権
記
』
残
存
記
事
欠
佚
期
間
で
あ
る
。

次
に
行
成
の
母
方
（
源
保
光
女
）
の
親
族
を
み
よ
う
。
ま
ず
、
母
は
寛
弘
八

年
七
月
十
一
日
条
に
「
亥
四
剋
改
二

葬
先
妣
並
源
中
納
言
御
骸
骨
一

。
去
長
徳
元

年
正
月
廿
九
日
先
妣
（
母
）
即
世
。
同
年
五
月
九
日
納
言
（
源
保
光
）
又
薨
逝
」
と

あ
り
、
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
の
死
去
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
が
、『
権
記
』
残

存
記
事
欠
佚
期
間
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
祖
父
源
保
光
は
正
暦
六
年

（
長
徳
元
年
）
五
月
に
中
納
言
従
二
位
、
七
二
歳
で
薨
じ
た
（
４
）が

、
こ
れ
も
『
権
記
』

残
存
記
事
の
欠
佚
期
間
で
あ
る
。
行
成
が
保
光
か
ら
故
実
先
例
を
学
ん
だ
こ
と
、

最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
５
）

。

母
の
兄
弟
で
あ
る
源
永
光
の
死
は
寛
弘
六
年
十
月
廿
日
辛
丑
条
に
「
永
光
朝

故
恒
徳
公
（
為

光
）
第
七
郎
也
。



『権記』記載の出家・死去記事

五四

臣
卒
去
云
々
」
と
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
原
懐
平
室
の
死
は
正
暦

四
年
二
月
廿
九
日
丁
亥
条
に
「
早
旦
左
京
亮
（
多
米
）
国
平
朝
臣
来
云
。
修
理
大

夫
（
懐
平
）
内
方
自
二

夜
半
一

有
二

悩
気
一

。
已
入
滅
。
悲
歎
無
レ

極
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
「
悲
歎
無
極
」
に
つ
い
て
、
黒
板
伸
夫
氏
は
「
彼
女
が
父
を
失
っ
た

幼
い
行
成
に
愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
身
内
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ

る
」
と
述
べ
る
（
６
）

。
な
お
、
藤
原
懐
平
室
が
儲
け
た
女
子
は
源
経
房
室
と
な
っ
た

が
、
そ
の
死
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

祖
父
源
保
光
の
兄
弟
姉
妹
に
は
、
源
重
光
、
源
延
光
、
荘
子
女
王
、
恵
子
女

王
、
厳
子
女
王
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
源
延
光
は
『
権
記
』
記
事
が
残
存
し
て

い
る
正
暦
二
年
以
前
の
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
に
薨
じ
て
い
る
（
７
）

。
恵
子
女
王
の

死
去
は
正
暦
三
年
九
月
廿
七
日
丁
巳
（『
小
右
記
』
十
一
目
録
）
の
こ
と
で
あ
る

が
、
行
成
は
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。
正
暦
三
年
の
記
事
は
わ
ず
か
に
二
十
二

日
分
で
、
九
月
は
わ
ず
か
に
一
日
の
み
の
記
述
で
あ
る
。
行
成
は
未
だ
頻
繁
に

日
記
を
つ
け
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
が
、
源
守
清
、
藤
原
為
光
の
死
去
は
七
月

に
記
し
て
い
る
の
で
、
父
義
孝
亡
き
あ
と
行
成
を
養
育
し
た
祖
母
恵
子
女
王
の

死
去
を
期
さ
な
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
記
載
の
無
い
こ
と

が
、
そ
の
悲
し
み
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

源
重
光
は
長
徳
四
年
七
月
に
死
去
し
た
が
、
参
内
し
て
知
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
同
十
一
日
条
に
「
前
大
納
言
正
三
位
源
朝
臣
重
光
薨
。

故
中
務
卿
代

明
親
王
第
一
男
。
母
故
右
大
臣
藤
原
定
方
卿
之
女
也
。
于
レ

時
七
十
六
」
と
記
し

て
い
る
。
荘
子
女
王
の
死
去
は
寛
弘
五
年
七
月
十
六
日
甲
戌
条
に
「
過
夜
入
道

女
御
入
滅
。
天
暦
女
御
荘
子
女
王
。
年
七
十
九
」
と
記
す
。
な
お
、
荘
子
女
王

昨
日
子
剋

云
々
。

の
出
家
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）
の
こ
と
で
あ
る
（
８
）

。
厳
子
女
王
は
藤
原
頼
忠
室

で
公
任
等
の
母
で
あ
る
が
、
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
七
月
廿
四
日
（『
小
右
記
』）

に
出
家
し
、
長
和
三
年
（
一
〇
一
四
）
七
月
十
六
日
に
死
去
し
て
い
る
（『
小
右

記
』
十
目
録
）
の
で
『
権
記
』
残
存
記
事
に
は
み
え
な
い
。

行
成
の
妻
方
の
姻
戚
関
係
で
は
、
ま
ず
妻
子
の
死
去
が
長
保
四
年
十
月
十
六

日
丁
丑
条
に
「
早
朝
大
膳
進
資
光
来
。
書
写
御
経
之
間
。
西
方
尼
被
レ

示
二

誕
生

之
女
児
只
今
夭
亡
事
一

。
甚
非
常
也
。
産
婦
病
甚
重
。
（
中
略
）
丑
剋
気
漸

絶
。

悲
慟
之
極
何
事
如
之
。
指
二

臨
終
之
間
一

。
心
神
不
乱
。
自
二

去
永
延
三
年

（
永
祚
元
の
誤
り
）
八
月
十
一
日
一

以
後
。
于
レ

今
十
四
年
。
母
子
之
命
一
日
忽
没
」
と
、

そ
の
悲
嘆
を
書
き
記
し
て
お
り
、
長
徳
四
年
十
月
十
八
日
条
に
は
「
未
剋
去
年

誕
生
男
児
亡
没
」
と
書
き
留
め
て
い
る
。

妻
の
父
源
泰
清
の
死
は
『
日
本
紀
略
』
長
保
元
年
四
月
十
一
日
癸
亥
条
に
み

え
る
が
、『
権
記
』
欠
佚
期
間
に
あ
た
る
。
源
泰
清
室
は
寛
弘
七
年
四
月
に
死
去

し
た
が
、
行
成
は
「
故
左
京
大
夫
室
家
尼
戌
剋
入
滅
。
年
六
十
二
。
臨
終
念
仏
」

と
記
し
て
い
る
（
甲
寅
条
）。
十
一
日
庚
申
に
は
「
送
二

京
兆
室
於
山
寺
一

」
と
あ

り
、
十
六
日
乙
丑
に
は
「
尼
今
夜
葬
送
」
と
あ
り
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
葬
儀
ま

で
を
記
し
て
い
る
。

行
成
室
の
兄
弟
に
は
玄
蕃
頭
従
五
位
下
頼
節
と
武
蔵
守
従
五
位
下
頼
貞
が

『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
四
五
一
頁
に
み
え
る
が
、
他
に
所
見
が
無
い
。

源
泰
清
の
兄
弟
に
は
忠
清
、
守
清
、
正
清
、
明
救
が
知
ら
れ
る
。
忠
清
は
永

延
二
年
に
死
去
（
９
）

し
て
お
り
、
正
清
は
「
正
暦
元
年
摂
津
守
、
正
四
位
下
に
至
っ

た
。
長
徳
元
年
ご
ろ
没
か
」
（
10
）

と
さ
れ
て
お
り
、『
権
記
』
欠
佚
期
間
の
死
亡
で
あ

年
廿
七



『権記』記載の出家・死去記事

五五

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
明
救
は
『
僧
官
補
任
』
に
僧
正
「
寛
仁
三
十
廿
任
」
と

あ
り
、『
権
記
』
残
存
記
事
以
後
も
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

守
清
の
死
去
は
正
暦
三
年
六
月
十
四
日
丙
午
条
に
「
弾
正
大
弼
従
四
位
上
源

守
清
朝
臣
子
剋
卒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
月
の
『
権
記
』
の
記
述
は
四
日

分
の
み
で
、
祖
父
源
保
光
の
円
明
寺
供
養
と
そ
の
翌
日
の
藤
原
道
兼
供
養
不
参

の
詫
び
の
こ
と
、
そ
れ
と
守
清
の
死
、
藤
原
為
光
の
死
で
あ
る
。
行
成
（
正
五

位
下
左
兵
衛
権
佐
）
の
目
が
未
だ
ご
く
内
輪
に
し
か
む
い
て
い
な
か
っ
た
時
期

の
記
述
で
あ
り
、
一
族
の
死
は
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
守
清

の
男
高
雅
は
寛
弘
六
年
八
月
に
出
家
し
た
が
、「
参
内
。
高
雅
出
家
云
〃
」
と
簡

単
に
記
し
て
い
る
（
庚
戌
条
）。
そ
の
前
日
に
は
道
長
を
詣
で
て
お
り
、「
近
江

守
高
雅
朝
臣
依
レ

病
辞
退
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
出
家
は
参
内
し
た
お
り
に
得

た
情
報
で
あ
ろ
う
か
。
高
雅
は
道
長
家
司
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
（
11
）

こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、『
権
記
』
へ
の
記
述
も
姻
戚
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
と
と
も
に
、
道

長
に
密
着
し
た
人
物
と
し
て
の
関
心
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
の
高
雅
の
男
に
は
『
尊
卑
分
脉
』
に
行
任
、
章
任
、
基
任
、
雅
円
を
記
載

す
る
（
12
）

が
、
ほ
か
に
親
雅
が
あ
り
、
行
成
は
長
保
四
年
七
月
乙
酉
条
に
「
前
甲
斐

守
高
雅
朝
臣
男
。
冷
泉
院
判
官
代
親
雅
出
家
。

」
と
そ
の
出
家
を
記
し
て
い

る
。
行
任
、
章
任
、
雅
円
は
『
権
記
』
記
述
期
間
後
も
生
存
し
て
お
り
、
基
任

は
他
に
所
見
が
無
い
。
行
成
が
そ
の
出
家
・
死
去
を
記
し
た
の
が
親
雅
の
み
で

あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
親
雅
が
冷
泉
院
判
官
代
で
あ
っ
た
こ
と
は

一
つ
の
目
安
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
冷
泉
院
は
伊
尹
女
懐
子
が
女
御
で
あ
っ
た
し
、

伊
尹
の
九
女
は
花
山
院
が
通
い
、
の
ち
に
為
尊
親
王
室
と
な
っ
た
。
行
成
一
門

は
冷
泉
―
花
山
の
外
戚
で
あ
り
、
行
成
は
為
尊
親
王
室
と
は
特
に
結
び
つ
き
が

強
い
（
13
）

。
こ
う
し
た
関
係
も
高
雅
へ
の
関
心
と
と
も
に
、
そ
の
男
の
出
家
に
意
を

は
ら
っ
た
背
景
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
父
方
・
母
方
双
方
の
親
族
に
つ
い
て
は
概
ね
そ
の
出
家
・
死
去
を

年
廿
云
〃
。

村 上 帝 ×

（醍醐皇子）

盛子内親王

円融帝× 一条帝 　子内親王

冷泉帝○ 花山院

為尊親王（弾正尹宮）

敦道親王（帥宮）

昌子内親王（朱雀皇女）

為平親王（式部卿宮）

具平親王（中務卿宮）

致平親王× 源成信

源敦定

小女

楽子内親王荘子女王

【参考系図２】
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五六

『
権
記
』
に
書
き
留
め
て
い
る
。
為
光
家
は
伊
尹
女
と
の
結
び
つ
き
、
義
懐
と
の

姻
戚
も
あ
っ
て
、
そ
の
出
家
・
死
去
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

２

次
に
皇
室
関
係
で
行
成
が
そ
の
出
家
・
死
去
を
記
し
た
人
物
は
、
荘
子
女
王
、

村
上
皇
子
で
藤
原
安
子
皇
后
所
生
の
為
平
親
王
、
冷
泉
皇
后
の
昌
子
内
親
王
、

花
山
院
、
為
尊
親
王
（
母
は
藤
原
兼
家
女
超
子
）、
そ
の
同
母
弟
敦
道
親
王
、
さ

ら
に
具
平
親
王
（
母
荘
子
女
王
）
小
女
、
致
平
親
王
（
母
は
藤
原
在
衡
女
の
更

衣
正
妃
）
男
源
成
信
で
あ
る
。

荘
子
女
王
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
昌
子
内
親
王
の
死
去
は
長
保
元
年
十
二

月
五
日
甲
寅
条
に
「
即
参
内
之
間
。
於
二

右
衛
門
陣
外
一

。
前
太
皇
太
后
亮
（
藤

原
）
景
斉
朝
臣
相
逢
。
傅
大
夫
（
実
資
）
消
息
云
。
后
宮
去
朔
日
子
了
許
崩
給
。

（
下
略
）」
と
記
し
て
お
り
、
実
資
か
ら
景
斉
を
通
し
て
の
伝
聞
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
つ
い
で
、
そ
の
詳
細
な
伝
を
書
き
留
め
て
い
る
が
、
そ
の
関
心

は
「
深
二

信
仏
法
一

。
有
二

后
妃
之
徳
一

。
臨
終
往
正
念
。
面
向
二

西
方
一

云
〃
」
に

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
后
宮
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
臨
終
の
様
が
行
成
の
関
心
事

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
小
右
記
』
に
は
崩
御
当
日
の
記
事
と
し

て
、「
丑
剋
許
自
レ

宮
告
送
云
。
御
悩
急
者
。
仍
馳
参
。
問
二

女
房
一

。
至
レ

今
非
レ

可
レ

奉
レ

憑
。
先
レ

是
剃
二

御
額
髪
一

。
閇
二

御
眼
一

之
比
。
名
香
盛
二

御
手
一

。
向
二

西
方
一

唱
二

給
弥
陀
宝
号
一

終
給
」
と
あ
る
。

花
山
院
の
死
去
は
寛
弘
五
年
二
月
九
日
庚
子
条
に
「
自
二

五
条
一

帰
（
八
日
に
平
重

義
朝
臣
五
条
宅
に
方
違
し
て
い
た
―
筆
者
）
。
去
夜
亥
時
許
（
花
山
）
院
令
レ

崩
給
云
々
。
即

参
レ

院
。
右
大
将
（
実
資
）
・
右
衛
門
督
（
斉
信
）
参
会
。（
中
略
）
自
二

今
日
一

籠
候
」

と
あ
る
。
そ
の
後
、
連
日
参
院
の
記
事
が
あ
り
、
花
山
院
の
死
去
が
重
要
な
関

心
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

花
山
院
の
男
為
尊
親
王
の
出
家
は
長
保
四
年
六
月
庚
午
条
に
「
晩
景
参
二

弾
正

宮
一

。
昨
夕
以
二

前
大
僧
正
（
観
修
）
一

為
二

沙
弥
戒
師
一

剃
二

御
頂
一

云
々
。
今
夜
剃
二

下
髪
一

」
と
あ
り
、
つ
い
で
同
十
三
日
丁
丑
条
に
「
丑
剋
許
。（
橘
）
惟
弘
来
云
。

弾
正
宮
薨
給
云
々
。
即
惟
弘
参
入
」
と
記
す
。
そ
の
翌
々
日
に
権
天
文
博
士
縣

宿
禰
奉
平
が
来
て
星
変
と
為
尊
親
王
の
死
の
関
係
を
語
っ
た
こ
と
を
記
し
、
つ

い
で
親
王
の
経
歴
を
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
葬
送
・
法
事
等
を
記
載
し

て
い
る
が
、
生
前
よ
り
し
ば
し
ば
弾
正
宮
を
詣
で
て
い
た
行
成
に
と
っ
て
は
当

然
の
記
述
で
あ
ろ
う
（
14
）

。

敦
道
親
王
の
死
去
は
寛
弘
四
年
十
月
二
日
乙
未
条
に
「
前
大
宰
帥
三
品
敦
道

親
王
薨
。
年
廿
七
。
冷
泉
院
太
上
天
皇
第
四
親
王
也
。
母
女
御
藤
原
超
子
。
前

太
政
大
臣
（
兼
家
）
一
女
也
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、
葬
送
・
薨
奏
の
こ

と
も
記
し
て
い
る
。
冷
泉
皇
女
に
は
宗
子
・
尊
子
・
光
子
の
各
内
親
王
が
あ
る

が
、
い
づ
れ
も
『
権
記
』
残
存
記
事
以
前
の
死
去
（
15
）で

あ
り
、
行
成
は
冷
泉
皇
子

女
の
死
を
す
べ
て
日
記
に
書
き
留
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

為
平
親
王
の
出
家
死
去
は
、
寛
弘
七
年
十
月
十
日
乙
卯
条
に
「
侍
従
（
藤
原
資
平
）

過
云
。
吏
部
王
（
為
平
）
此
曉
入
道
。
春
秋
五
十
九
。
左
武
衛
（
藤
原
実
成
）
相
公
被

レ

過
」
と
あ
り
、
翌
月
七
日
壬
午
条
に
「
前
式
部
卿
（
為
平
）
親
王
薨
了
。
五
十
九
」

と
記
す
。
出
家
は
藤
原
資
平
（
為
平
親
王
女
婉
子
女
王
が
実
資
室
で
あ
っ
た
関
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五七

係
で
あ
ろ
う
）
か
ら
の
伝
聞
で
あ
り
、
死
去
記
事
も
簡
単
で
あ
る
が
、
式
部
卿

宮
と
し
て
重
き
を
な
し
、『
西
宮
記
』
を
著
し
た
源
高
明
の
女
婿
と
し
て
も
、
行

成
の
注
目
す
べ
き
人
物
で
あ
っ
た
。
為
平
親
王
の
子
女
は
多
い
が
、
そ
の
う
ち

源
敦
定
の
出
家
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

荘
子
女
王
所
生
の
楽
子
内
親
王
は
、
そ
の
薨
奏
に
つ
い
て
は
長
徳
四
年
十
月

十
日
条
に
盛
子
内
親
王
（
母
は
源
庶
明
女
）
と
と
も
に
み
え
る
も
の
の
、
死
去

の
記
載
は
み
え
な
い
。
即
断
は
で
き
な
い
が
、
内
親
王
に
つ
い
て
は
特
に
記
述

す
る
必
要
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同

母
の
具
平
親
王
に
つ
い
て
も
寛
弘
六
年
七
月
五
日
丁
亥
の

薨
日
と
同
日
に
「
参
二

大
学
一

。
勘
解
（
藤
原
有
国
）
・
左
武

（
藤
原
実
成
）
両
相
公
同
参
入
。
依
二

中
書
王
薨
日
近
一

。
止

宴
・
穏
座
耳
。
子
細
在
二

別
記
一

」
と
記
し
、
八
月
十
四
日

丙
申
条
に
薨
奏
の
こ
と
を
記
す
が
、
特
に
経
歴
等
を
記
す

こ
と
は
な
か
っ
た
。
具
平
親
王
は
後
中
書
王
と
い
わ
れ
、

そ
の
漢
才
を
謳
わ
れ
た
人
物
で
、
行
成
は
た
び
た
び
六
条

宮
を
詣
で
て
書
籍
等
を
借
り
た
り
（
16
）

、
具
平
親
王
が
行
っ
た

故
楽
子
内
親
王
御
周

に
詣
で
た
り
し
て
い
る
（
17
）

。
ま
た
、

具
平
親
王
家
の
出
産
を
訪
い
（
18
）

、
長
保
四
年
五
月
庚
子
条
に

は
「
詣
二

中
務
卿
宮
一

。
亦
奉
二

小
女
君
去
二
日
亡
去
一

。
其

由
奉
レ

弔
也
」
と
記
す
な
ど
、
少
な
か
ら
ず
関
係
を
有
し

た
が
、
死
去
を
記
載
す
る
ほ
ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
具
平
親
王
が
死
去
し
た
前
後
の
『
権
記
』
は
、
そ
の
前
後
に
比

べ
て
極
端
に
記
事
が
少
な
い
。
記
事
数
の
み
な
ら
ず
、
記
事
そ
の
も
の
が
短
い

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
が
書
写
過
程
で
の
欠
佚
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

行
成
自
身
が
こ
の
月
、
日
記
を
詳
細
に
つ
け
る
だ
け
の
気
力
に
欠
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
七
月
八
日
辛
酉
条
に
「
曉
更
亦
参
。
心
神
悩
。
退
出
」
と
あ
り
、

十
五
日
戊
辰
に
は
道
長
が
平
重
義
を
し
て
行
成
の
病
を
問
う
て
い
る
が
、
す
で

に
六
月
末
か
七
月
早
々
に
は
体
調
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

藤原兼家×

藤原兼通×

高階成忠

東三条院（詮子）

明順

道順

信順

助順

積喜

光子

貴子

道隆

道頼（欠）

道長○

道綱○

隆円○

道兼（欠）

好頼

周頼

隆家○

伊周

定子（一条中宮）

頼親

原子（三条帝尚侍）

傅殿姫君

北方（源雅信女）

綏子（三条帝女御）

顕光○

正光○ 永家

行成女

四女

○ ○ ○

【参考系図３】
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五八

と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
、
染
殿
に
詣
で
て
「
故
宮
北
方
」
を
弔
問
し
た
記
事
（
19
）

な
ど
も
残
し
た
行
成
が
、
具
平
親
王
の
死
去
を
記
載
し
な
か
っ
た
の
も
頷
け
る
。

同
じ
く
同
年
七
月
に
死
去
し
た
従
四
位
下
行
式
部
権
大
輔
大
江
朝
臣
以
言
も

記
載
が
無
い
。
大
江
以
言
は
仲
宣
男
で
あ
る
が
、
も
と
母
姓
の
弓
削
宿
禰
を
名

乗
っ
た
（
20
）

。『
続
本
朝
往
生
伝
』
一
条
天
皇
段
に
「
文
士
則
匡
衡
。
以
言
。
斉
名
。

宣
義
。
積
喜
。
為
憲
。
為
時
。
孝
道
。
相
如
。
道
済
。（
中
略
）
皆
是
天
下
之
一

物
也
。」
と
み
え
る
。『
本
朝
文
粋
』
七
に
は
長
保
三
年
七
月
に
行
成
が
以
言
に

送
っ
た
病
を
問
う
書
と
そ
の
返
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
具
平
親
王
の
も
と
に

集
ま
る
「
正
暦
の
四
家
」
の
一
と
さ
れ
る
（
21
）

。
こ
の
よ
う
に
行
成
と
は
学
問
的
に

も
繋
が
り
を
有
し
た
人
物
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
死
去
を
書
き
留
め
な
か
っ
た

理
由
は
行
成
の
病
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
条
帝
の
死
去
は
寛
弘
八
年
六
月
甲
子
条
に
み
え
る
が
、
こ
れ
を
記
す
の
は

葬
送
次
第
を
書
き
留
め
る
と
と
も
に
、
臣
下
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
皇
女

子
内
親
王
の
死
去
は
寛
弘
五
年
五
月
甲
申
条
に
み
え
る
が
、
皇
后

定
子
所
生
の
皇
女
に
対
す
る
行
成
の
義
理
堅
い
側
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
行
成
は
外
戚
に
連
な
る
皇
親
は
、
概
ね
そ
の
出
家
・
死
去
を
記
し
て

い
る
。
皇
族
で
あ
る
と
い
う
尊
貴
性
ゆ
え
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
行
成
の
一

族
意
識
に
つ
な
が
る
存
在
と
し
て
、
そ
の
出
家
・
死
去
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

３

中
関
白
家
の
人
々
で
は
、
伊
周
、
定
子
、
頼
親
、
原
子
、
道
隆
四
女
の
死
去

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

道
隆
の
出
家
死
去
は
長
徳
元
年
四
月
（
22
）

で
あ
る
が
、『
権
記
』
欠
佚
期
間
で
あ
る
。

伊
周
は
寛
弘
七
年
正
月
己
卯
条
に
「
忌
日
（
亡
母
源
保
光
女
）
。
前
大
宰
帥
正
二
位
藤

原
朝
臣
伊
周
薨
了
。
卅
七
」
と
あ
り
、
二
月
八
日
条
に
は
「
葬
送
云
〃
」
と
み

え
る
。
頼
親
は
同
年
十
一
月
九
日
甲
申
条
に
「
参
内
。
正
四
位
下
行
左
近
衛
中

将
兼
内
蔵
頭
藤
原
頼
親
朝
臣
卒
。
卅
九
。
前
関
白
（
道
隆
）
弟
　
男

（

マ

マ

）

」
と
あ
る
。

道
隆
に
は
他
に
道
頼
、
隆
家
、
周
頼
、
周
家
、
好
親
、
隆
円
が
『
尊
卑
分
脉
』

第
一
篇
に
み
え
る
。
道
頼
は
長
徳
元
年
六
月
の
死
去
で
あ
る
が
、『
権
記
』
欠
佚

期
間
に
あ
た
る
。
隆
家
は
寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）
の
死
去
、
隆
円
は
長
和
四

年
の
死
去
、
周
頼
は
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
の
死
去
（
23
）

で
あ
る
。
周
家
は
「
従

四
下
　
大
舎
人
」、
好
親
は
「
右
少
将
　
従
四
下
」
と
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

伊
周
は
定
子
同
母
兄
で
あ
り
、
ま
た
、
長
徳
の
変
の
中
心
人
物
と
し
て
、
行

成
の
関
心
が
む
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
兄
弟
中
で
頼
親
の
死
去
を
記
し
た

理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
為
平
親
王
が
死
去
し
た
二
日
後
の
こ
と
で
も
あ

り
、
関
わ
り
の
深
い
中
関
白
家
の
人
物
の
死
去
も
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
定
子
同
母
（
高
階
貴
子
）
で
も
あ
ろ
う
か
。

定
子
の
死
去
は
長
保
二
年
十
二
月
十
六
日
己
未
条
に
「
営
〃
欲
二

参
内
一

之
間
。

下
人
云
。
皇
后
宮
御
産
□
已
非
常
也
云
々
。
聞
驚
之
程
。
前
駿
河
守
（
藤
原
）

済
家
朝
臣
来
。
問
二

案
内
一

。
答
不
次
由
。
仍
令
二

催
参
一

。
頃
之
帰
来
云
。
事
已
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五九

実
也
。
□
即

参
内
之
間
。（
中
略
）（
源
）
国
挙
朝
臣
云
。
為
二

院
御
使
一

参
二

入

彼
宮
一

。
此
寅
終
許
已
崩
了
給
之
由
。
宮
司
等
有
レ

所
レ

申
者
。」
と
あ
り
、
つ
い

で
詳
細
な
系
譜
経
歴
を
記
し
て
い
る
。
行
成
は
定
子
の
も
と
に
親
し
く
出
入
り

し
て
お
り
、
定
子
付
き
の
女
房
清
少
納
言
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
（
24
）こ

と
か

ら
、
そ
の
死
は
大
き
な
悲
し
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
定
子
所
生
の

敦
康
親
王
家
別
当
を
務
め
、
な
に
く
れ
と
な
く
定
子
の
遺
児
た
ち
に
関
わ
っ
て

い
る
。
原
子
の
死
去
は
長
保
四
年
八
月
三
日
丙
寅
条
に
「
今
日
物
忌
。
臨
レ

昏

（
平
）
為
文
朝
臣
来
告
。
淑
景
舎
君
（
原
子
）
於
二

東
三
条
東
対
御
曹
司
一

頓
滅
云
〃
。

聞
悲
無
レ

極
」
と
記
し
て
い
る
。
平
為
文
の
伝
聞
で
あ
る
が
、「
聞
悲
無
極
」
と

記
し
た
と
こ
ろ
に
思
い
が
表
れ
て
い
る
。
若
き
日
の
行
成
が
奉
仕
し
た
中
関
白

家
の
人
々
の
死
去
は
、
義
理
固
い
彼
に
と
っ
て
は
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

道
隆
周
辺
の
人
物
で
は
、
東
三
条
院
詮
子
、
道
綱
北
方
、
傅
殿
姫
君
の
死
去

を
記
載
す
る
。
東
三
条
院
は
長
保
三
年
閏
十
二
月
十
六
日
癸
未
条
に
法
橋
覚
運

を
戒
師
と
し
て
出
家
し
た
こ
と
を
記
し
、
同
廿
二
日
己
丑
条
に
「
早
朝
参
（
東
三

条
）
レ

院
。
奉
レ

謁
二

左
府
一

。（
中
略
）
罷
出
。
休
息
之
間
。
未
剋
許
孝
義
朝
臣
馳

来
。
告
二

甚
重
御
坐
之
由
一

。
即
参
入
。（
中
略
）
中
使
往
反
。
申
剋
許
左
大
殿
被

レ

参
。
酉
剋
崩
給
。
思
歎
無
レ

極
。
御
算

。
深
更
罷
出
」
と
、
そ
の
死
を
記
す
（
25
）

。

東
三
条
院
司
と
し
て
奉
仕
し
た
行
成
は
、「
院
御
葬
事
雑
可
記
」
（
26
）

と
も
記
し
て
い

る
。
道
綱
北
方
（
兼
経
母
）
の
死
去
は
、
長
保
二
年
七
月
三
日
戊
寅
条
に
「
詣
左
府
。

右
大
将
殿
道
綱
北
方
昨
日
亡
。
産
後
有
レ

病
云
〃
。
此
夜
可
二

葬
送
一

云
々
。
故
入

道
左
大
臣
（
源
雅
信
）
第
四
娘
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
道
長
に
詣
で
た
お
り
に
得

た
情
報
で
あ
ろ
う
。
道
綱
に
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
源
雅
信
の
娘
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

源
雅
信
の
娘
に
は
道
長
北
方
の
倫
子
が
あ
り
、
致
平
親
王
室
で
源
成
信
母
と

な
っ
た
女
性
、
藤
原
定
時
室
で
実
方
母
が
知
ら
れ
る
。
倫
子
は
『
権
記
』
残
存

記
事
後
も
健
在
で
あ
り
、
源
成
信
が
出
家
し
た
長
保
三
年
二
月
四
日
丙
午
に
は

生
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
27
）

。
そ
の
後
、『
権
記
』
の
記
事
が
残
存
し
て
い

る
期
間
に
死
去
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
源
成
信
は
道
長
の
養
子
と
な
り
、
行

成
と
も
深
い
親
交
を
結
ん
で
い
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、『
権
記
』
の
記
事
が
残
存

し
て
い
る
期
間
に
死
去
し
た
の
で
あ
れ
ば
記
載
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実

方
は
『
古
事
談
』
二
に
行
成
の
冠
を
投
げ
て
、
一
条
天
皇
か
ら
「
歌
枕
見
て
参

れ
」
と
命
じ
ら
れ
た
話
が
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
歌
人
で
も
あ
る
。
実
方
左
遷
説

は
疑
問
で
あ
る
が
、
行
成
と
は
不
仲
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
行
成
が
実
方
母
の
死
去
を
記
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
な
お
、
実
方

は
長
徳
四
年
十
一
月
に
死
去
し
た
（
28
）と

さ
れ
る
が
、
陸
奥
守
任
国
で
の
死
去
で
あ

っ
た
こ
と
も
、
行
成
が
記
載
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。
傅
殿
姫
君
は
寛
弘

七
年
正
月
廿
六
日
丙
子
条
に
「
此
曉
更
傅
殿
姫
君
亡
去
。
仍
除
目
可
レ

延
之
由
云

〃
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
除
目
延
期
の
理
由
と
し
て
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

道
隆
周
辺
で
は
他
に
、
そ
の
室
高
階
貴
子
、
貴
子
の
父
高
階
成
忠
、
藤
原
道

兼
、
綏
子
ら
が
い
る
が
、
高
階
貴
子
、
道
兼
は
欠
佚
期
間
の
死
去
で
あ
る
（
29
）

。
成

忠
は
長
徳
四
年
七
月
の
死
去
で
あ
る
（
30
）が

、
行
成
は
こ
れ
を
記
し
て
い
な
い
。
綏
子

は
長
保
六
年
二
月
七
日
辛
酉
条
に
「
此
夜
尚
侍
正
二
位
藤
原
朝
臣
綏
子
薨
。
年
卅
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六〇

一
。
故
入
道
摂
政
（
兼
家
）
之
女
也
。
二
八
之
齢
入
二

於
東

（
居
貞
）
一

云
〃
。
〃

〃
〃
〃
及
二

病
綿

一

落
髪
為
レ

尼
。
遂
二

宿
念
一

歟
」
と
あ
る
。
綏
子
の
経
歴
を

詳
し
く
書
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
関
係
に
あ
た
っ
と
は

思
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
三
月
廿
三
日
丁
未
条
に
は
「
詣
二

法
興
院
一

。
故
尚
侍

法
事
也
。
依
二

母
堂
（
藤
原
国
章
女
）
消
息
一

也
。
詣
レ

宮
帰
レ

家
」
と
記
し
て
い
る
。
藤

原
国
章
女
と
行
成
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、「
母

堂
消
息
」
に
よ
っ
て
法
事
を
営
む
だ
け
の

関
係
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
綏

子
の
死
を
記
し
た
背
景
に
あ
ろ
う
。

４

そ
の
他
の
源
氏
で
は
、
宇
多
源
氏
の
源

雅
信
、
そ
の
子
女
で
は
藤
原
道
綱
北
方
と

な
っ
た
女
子
、
時
中
、
扶
義
男
の
成
頼
、

源
重
信
の
男
宣
方
の
出
家
・
死
去
が
記
さ

れ
て
い
る
。

源
雅
信
の
死
去
は
正
暦
四
年
七
月
廿
九

日
乙
卯
条
に
「
入
道
左
大
臣
従
一
位
兼
行

皇
太
子
傅
源
朝
臣
雅
信
薨
。
年
七
十
四
。

身
仕
二

数
代
一

。
位
至
二

一
品
一

。
三
朝
為
二

輔
佐
之
臣
一

。
朝
家
所
レ

重
也
。
洛
陽

士
女
聞
二

薨
逝
一

而
皆
恋
慕
矣
」
と
み
え
る
。
雅
信
に
は
多
く
の
子
女
が
あ
っ
た

が
、
道
長
北
方
倫
子
の
父
で
あ
り
、
行
成
と
親
密
で
あ
っ
た
致
平
親
王
男
源
成

信
の
祖
父
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
行
成
に
と
っ
て
も
親
近
感
の
あ
る
人
物
で
、

醍醐帝× 盛明親王×

章明親王×

源高明×

源則忠

源尊光

隆子女王（藤原実資室）×

経房○

顕基○

女子

行成女

文徳帝× 源能有× 当年 中正 惟正× 兼資 源成信室

藤原為光五女

兼宣

兼相

遠理×

惟章×

遠古（長保２年以前没）

光孝帝× 源近善×

源国紀×

是忠親王×

宗海 清敏

清邦

清延（欠）

奉職

為文

為貞

為規
国政

公忠× 信明× 通理（長保２

年前後卒か） 国基

源清平× 是輔× 相近 政道

相延

○ ○ ○ ○

（養子）

【参考系図４】
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六一

な
お
「
皆
恋
慕
矣
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
死
去
を
書
き
留
め
た

理
由
で
あ
ろ
う
。
源
雅
信
の
一
男
時
中
の
出
家
・
死
去
は
長
保
三
年
十
二
月
廿

九
日
丙
寅
条
に
「
従
二
位
行
中
宮
大
夫
兼
陸
奥
出
羽
按
察
使
源
時
中
依
レ

病
剃
髪
。

今
夕
入
滅
。
前
左
大
臣
源
朝
臣
（
雅
信
）
第
一
息
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の

十
日
前
に
は
時
中
男
の
元
服
に
参
入
し
て
お
り
、
道
長
義
兄
弟
で
あ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
そ
の
死
去
は
行
成
の
関
心
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
扶
義
男
の

源
成
頼
の
死
去
は
長
保
五
年
八
月
七
日
甲
子
条
に
「
参
内
。
詣
二

内
府
（
藤
原
公
季
）

一

。
帰
二

三
条
（
行
成
第
）
一

。（
源
）
成
頼
朝
臣
夜
前
亡
去
云
〃
」
と
あ
る
。
成
頼
と

行
成
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
扶
義
と
は
一
時
弁
官
で
上
下
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
（
31
）

、
扶
義
の
男
と
い
う
こ
と
が
記
載
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
扶
義
は
長
徳
四
年
七
月
廿
五
日
に
死
去
し
た
こ
と
が
『
公
卿
補
任
』
に

み
え
る
が
、『
権
記
』
に
は
記
載
が
無
い
。
長
徳
四
年
に
は
疫
病
が
猛
威
を
振
る

っ
た
が
、
行
成
も
七
月
十
二
日
に
は
「
従
レ

朝
心
神
不
レ

例
」
と
な
り
、
翌
日
に

も
「
心
神
已
不
覚
」
と
な
る
。
十
六
日
に
は
「
枕
膝
間
已
以
悶
絶
」
と
い
う
状

態
と
な
り
、
廿
三
日
己
卯
条
に
「
病
後
初
浴
」
と
あ
る
ま
で
病
床
に
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
八
月
十
四
日
庚
子
に
参
内
す
る
ま
で
療
養
中
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
間
の
情
報
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
後
の
多
忙
に
記
載
す

る
こ
と
も
無
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

同
年
七
月
廿
日
に
死
去
し
た
盛
子
内
親
王
（『
一
代
要
記
』）、
同
月
中
に
死
去

し
た
前
参
議
正
三
位
藤
佐
理
（
32
）

、
入
道
従
二
位
高
階
成
忠
な
ど
の
記
載
も
無
い
。

同
じ
く
源
重
信
の
男
宣
方
の
死
去
は
長
保
元
年
八
月
廿
三
日
癸
酉
条
に
「
此
日

招
采
女
正
巨
勢
広
貴
。
示
下

今
日
可
レ

奏
二

図
不
動
尊
像
一

之
由
上

。
是
則
為
二

故

（
源
）
宣
方
中
将
一

也
。
中
将
年
来
親
昵
相
語
人
也
。
去
年
疫
病
夭
亡
矣
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
長
徳
四
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
長
徳
四
年
に
記
載
は
み
ら

れ
な
い
。
死
去
の
月
に
つ
い
て
は
『
大
日
本
史
料
』
第
二
編
之
三
、
九
七
頁
の

長
徳
四
年
五
月
是
月
記
載
末
に
「
源
宣
方
卒
ス
ル
コ
ト
、
八
月
二
十
三
日
ノ
条

ニ
（
中
略
）
見
ユ
」
と
あ
る
が
、
同
条
は
み
え
な
い
。
ま
た
、『
平
安
時
代
史
事

典
』
に
は
「
長
徳
四
年
四
月
に
至
り
卒
去
」
（
33
）

と
あ
る
。「
年
来
親
昵
相
語
人
」
で

あ
り
な
が
ら
死
去
の
記
載
が
無
い
の
は
不
審
で
あ
る
が
、
長
徳
四
年
四
月
の
死

去
で
あ
れ
ば
、『
権
記
』
残
存
記
事
欠
佚
期
間
に
あ
た
る
。
八
月
で
あ
る
な
ら
ば
、

行
成
の
病
明
け
で
、
高
階
信
順
と
の
大
弁
争
い
や
、
道
長
の
病
な
ど
に
忙
殺
さ

れ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
源
宣
方
の
死
を
書
き
留
め
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
宣
方
に
は
他
に
兄
弟
が
あ
る
（
34
）が

、「
来
親
昵
相
語
人
」
と
い
う
個
人

的
な
繋
が
り
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
源
雅
信
以
下
の
記
述
は
、
道
長
係
累
で
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
子

女
の
中
で
も
高
位
に
あ
っ
た
人
物
を
書
き
留
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

５

醍
醐
源
氏
で
は
、
則
忠
、
尊
光
の
出
家
、
経
房
室
の
死
を
記
し
て
い
る
。

源
則
忠
は
盛
明
親
王
男
で
、
寛
弘
五
年
五
月
廿
一
日
辛
亥
条
に
「
従
三
位
行

左
京
権
大
夫
源
則
忠
出
家
。
年
六
十
」
と
あ
り
、
源
尊
光
は
長
保
四
年
三
月
十

三
日
己
酉
条
に
「
昨
日
宮
内
卿
従
四
位
下
源
朝
臣
尊
光
出
家
入
道
。
故
弾
正
尹

章
明
親
王
第
二
男
。
母
清
慎
公
（
実
頼
）
長
男
右
近
衛
少
将
敦
敏
女
也
」
と
み
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え
る
。

源
尊
光
が
出
家
し
た
一
か
月
前
の
二
月
三
日
己
巳
条
に
は
「
昨
日
中
将
（
藤
原

成
房
）
詣
二

飯
室
一

剃
髪
。
遂
二

素
懐
一

也
。
右
近
衛
権
中
将
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
成

房
。
年
廿
一
。
法
名
素
□
。
入
道
中
納
言
（
義
懐
）
第
三
息
男
。
母
故
正
四
位
下

（
藤
原
）
為
雅
朝
臣
女
也
」
と
従
弟
の
藤
原
成
房
の
出
家
を
記
し
て
い
る
。
先
に
出

家
を
志
し
た
と
き
に
は
、
一
端
は
父
入
道
中
納
言
の
説
得
で
都
に
戻
っ
た
（
35
）

の
だ

が
、
こ
の
日
つ
い
に
「
遂
素
懐
」
げ
た
の
で
あ
る
。
成
房
が
最
初
に
出
家
を
企

て
た
と
き
、
行
成
と
は
夜
を
徹
し
て
語
り
合
っ
て
い
る
（
36
）

。
成
房
の
出
家
は
行
成

の
無
常
観
を
激
し
く
揺
さ
ぶ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
源
尊
光
の
出
家
を

書
き
留
め
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
源
則
忠
の
出
家
は
花
山
法
皇
が
死
去
し
た
二
か

月
後
の
こ
と
で
、
前
年
に
は
敦
道
親
王
、
大
僧
都
覚
運
が
死
去
し
、
こ
の
後
も

行
成
周
辺
の
人
物
が
死
去
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
の
無
常
観
の
表
れ
と
み

る
こ
と
が
出
来
る
。
源
則
忠
は
そ
の
娘
が
藤
原
成
房
室
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
漢
詩
に
巧
み
で
尚
歯
会
に
関
与
し
た
こ
と
も
あ
る
（
37
）

こ
と
が
、
行
成

の
日
記
に
書
き
留
め
る
理
由
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
道
長
へ
の

頻
繁
な
奉
仕
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
道
長
周
辺
の
人
物
の
死
去
と
し
て
意
識

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
源
尊
光
と
行
成
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

源
経
房
室
の
死
は
長
保
四
年
五
月
十
七
日
壬
子
の
こ
と
で
、
行
成
は
「
頭
中

将
室
家
此
曉
亡
去
者
。
即
遣
二
（
橘
）
惟
弘
一

。
弔
二

弼
相
公
（
藤
原
有
国
）
及
中
将

（
経
房
）
」
記
し
て
い
る
。
乳
母
子
に
あ
た
る
橘
惟
弘
を
弔
問
に
遣
わ
し
て
い
る
が
、

経
房
が
源
高
明
男
で
あ
る
こ
と
、
藤
原
道
長
と
は
従
兄
弟
の
間
柄
で
あ
っ
た
（
38
）こ

と
な
ど
が
、
そ
の
室
家
の
死
去
を
書
き
留
め
た
背
景
で
あ
ろ
う
。「
弔
弼
相
公
」

と
あ
る
の
で
、
藤
原
有
国
女
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

文
徳
源
氏
で
は
源
能
有
の
子
孫
、
惟
正
の
男
兼
資
、
兼
相
の
死
去
、
兼
宣
の

出
家
が
記
さ
れ
て
い
る
。
兼
資
の
死
去
は
長
保
四
年
八
月
六
日
己
巳
で
、「
正
四

位
下
源
朝
臣
兼
資
卒
。
年

三
。
故
参
議
従
三
位
惟
正
卿
第
三
男
。
母
従
三
位

藤
原
国
章
卿
女
也
。
自
二

近
江
掾
一

叙
位
。
経
二

治
部
輔
一

。
任
二

薩
摩
守
一

。
以
二

治
迹
一

叙
二

一
階
一

。
其
後
頻
任
二

美
濃
一

。
重
任
二

伊
予
一

。
任
終
年
諸
郡
之
吏
・

長
幼
入
洛
。
請
下

以
二

其
治
能
一

重
任
上

。
〃
中
兼
二

左
馬
権
頭
一

。
蓬
莱
宮
・
仙

院
・
少
陽
宮
皆
通
二

其
籍
一

。
可
レ

謂
レ

有
二

仙
骨
一

。
自
二

初
秋
之
末
一

。
寝
食
席
失

レ

常
。
霧
露
相
犯
。
修
レ

表
レ

請
レ

辞
二

左
馬
権
頭
一

。
今
日
辰
剋
剃
髪
為
二

仏
弟
子
一

。

遂
二

平
生
宿
懐
一

。
巳
剋
終
レ

世
。
而
有
三
女
。
無
一
男
」
と
か
な
り
詳
し
い
伝
を

記
し
て
い
る
。
長
徳
四
年
十
二
月
八
日
条
や
長
保
二
年
正
月
産
日
辛
巳
条
な
ど

に
行
成
宅
に
伺
候
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
室
は
藤
原
為
光
五
女
で
、

娘
に
は
藤
原
隆
家
室
や
親
友
で
あ
っ
た
源
成
信
室
が
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
も

行
成
の
関
心
の
一
端
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
伝
に
み
え
る
よ
う
に
「
任
終

年
諸
郡
之
吏
・
長
幼
入
洛
。
請
以
其
治
能
重
任
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
良
吏
と

し
て
の
兼
資
に
強
い
関
心
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

兼
宣
の
出
家
は
長
保
三
年
四
月
廿
七
日
戊
辰
の
こ
と
で
、「
蔵
人
式
部
丞
兼
宣

去
夜
出
家
云
〃
。
赴
二

三
井
寺
一

。
夕
帰
宅
」
と
あ
る
。
長
保
二
年
四
月
十
五
日

壬
戌
条
に
は
「
与
（
藤
原
）
成
房
少
将
同
車
見
物
。
帰
到
二

桃
園
一

。
補
レ

疲
之
間
。

権
中
将
（
成
信
）
（
中
略
）
右
衛
門
尉
（
源
）
兼
宣
同
来
会
共
飯
」
と
み
え
、
行
成
と

会
食
す
る
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

源
兼
相
の
死
去
は
兼
宣
の
出
家
の
二
か
月
前
の
二
月
廿
四
日
丙
寅
の
こ
と
で
、
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「
紀
伊
守
従
五
位
下
源
朝
臣
兼
相
卒
。
年
卅
三
。
故
参
議
従
三
位
惟
正
卿
第
七
男
。

（
中
略
）
叙
位
之
後
。
去
正
月
任
紀
伊
守
。
患
疫
十
余
日
。
忽
逝
亡
」
と
書
き
留

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
月
、
権
中
将
（
藤
原
重
家
・
右
大
臣
顕
光
男
）
・
先
少
将
（
源
成

信
・
左
大
臣
道
長
養
子
）
が
出
家
す
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
（
39
）

、
藤
原
成
信
も
一
端
は
出

家
し
よ
う
と
し
た
。
行
成
も
こ
れ
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な

く
、『
権
記
』
に
成
信
、
重
家
の
伝
を
記
し
て
い
る
。
前
年
末
に
皇
后
定
子
の
崩

御
を
経
た
行
成
が
、
こ
の
事
件
に
無
常
観
を
強
く
刺
激
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
二
月
十
四
日
丙
辰
に
は
蔵
人
弁
（
藤
原
朝
経
か
）
と
と
も
に

三
井
寺
に
赴
き
、
両
入
道
亜
将
（
重
家
・
成
信
）
と
あ
っ
て
お
り
、
直
接
に
そ
の
無

常
観
を
聞
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
行
成
の
心
境
が
同
十
二
日
甲
寅
条
に
「
御
匣
殿
為
レ

尼
之
由
云
々
」

と
い
う
記
述
、
同
十
六
日
戊
午
条
の
「
式
部
卿
宮
（
為
平
）
侍
従
（
源
）
敦
定
登
二

上

醍
醐
一

入
道
云
々
」
と
い
う
記
述
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
御

匣
殿
の
出
家
は
道
長
の
と
こ
ろ
で
聞
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
纂
集
『
権

記
』
校
訂
注
は
兼
家
女
と
あ
る
が
、『
辞
典
』
五
七
七
頁
に
は
「
道
隆
女
の
こ
と

か
」
と
あ
る
。
源
敦
定
に
は
憲
定
・
頼
定
・
顕
定
ら
多
く
の
兄
弟
姉
妹
が
あ
る
（
40
）

が
、
敦
定
の
出
家
の
み
を
記
し
た
の
は
、
行
成
の
無
常
観
が
強
ま
っ
た
長
保
二

年
二
月
と
い
う
時
期
の
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
様
に
、
源
兼
相
の
死
去
や

兼
宣
の
出
家
の
記
述
も
、
こ
う
し
た
行
成
の
心
情
の
反
映
と
み
ら
れ
る
。
惟
正

に
は
他
に
惟
章
、
遠
理
、
遠
古
ら
が
知
ら
れ
る
（
41
）が

、
惟
章
、
遠
理
は
『
権
記
』

残
存
記
事
以
前
に
出
家
し
て
お
り
、
遠
古
は
長
保
二
年
以
前
に
死
去
し
た
と
み

ら
れ
る
（『
辞
典
』）
が
不
明
で
あ
る
。
行
成
が
兼
資
以
外
の
惟
正
男
た
ち
と
特

に
深
い
親
交
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
が
、
死
去
・
出
家
し

た
時
期
が
行
成
の
無
常
観
に
叶
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

光
孝
源
氏
で
は
源
近
善
の
孫
清
敏
の
男
奉
職
、
同
じ
く
源
近
善
の
孫
清
邦
の

男
為
文
、
同
じ
く
源
近
善
の
孫
清
延
男
国
政
の
死
去
、
そ
れ
に
是
忠
親
王
曽
孫

相
近
の
男
政
道
の
死
去
が
『
権
記
』
に
み
え
る
。

源
奉
職
の
死
去
は
寛
弘
五
年
七
月
九
日
丁
卯
条
に
「
今
朝
前
河
内
守
（
源
）
奉

職
卒
。
年
五
十
四
」
と
あ
る
。
奉
職
は
一
品
宮
家
（
資
子
内
親
王
）
女
爵
に
よ
り
正

五
位
下
に
叙
さ
れ
、
道
長
の
東
三
条
院
の
た
め
の
法
華
八
講
に
一
品
宮
の
使
い

を
務
め
て
お
り
、
資
子
内
親
王
と
の
繋
が
り
が
深
い
（
42
）

。
ま
た
、
奉
職
の
二
条
第

に
東
三
条
院
が
遷
御
し
て
お
り
、
近
火
延
焼
で
と
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
道
長

も
奉
職
宅
に
移
る
予
定
で
あ
っ
た
（
43
）と

こ
ろ
か
ら
、
道
長
へ
の
奉
仕
も
怠
り
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
行
成
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
の
で
、
何
故
、
彼
の

死
去
を
書
き
留
め
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

源
為
文
の
死
去
は
寛
弘
七
年
六
月
廿
一
戊
辰
条
に
「
散
位
従
四
位
上
源
朝
臣

為
文
卒
。
年
六
十
」
と
あ
る
。
道
長
へ
の
奉
仕
が
知
ら
れ
る
（
44
）が

、
中
宮
彰
子
ら

の
呪
詛
に
よ
り
追
捕
さ
れ
た
人
物
で
、
行
成
の
関
心
は
こ
の
呪
詛
の
造
意
者
と

し
て
の
為
文
（
45
）の

死
去
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
そ
の
父
清
邦
の

死
去
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
三
六
七
頁
に
「
正
暦
四
五
ゝ
於
任
国
卒
」
と
み

え
る
。
こ
れ
は
『
権
記
』
残
存
記
事
期
間
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
京
で
の
死
去

で
な
い
た
め
も
あ
っ
て
か
、
行
成
は
書
き
と
ど
め
て
い
な
い
。

源
国
政
の
死
去
は
長
徳
四
年
七
月
七
日
条
に
「
早
朝
与
時
方
同
車
参
内
。

式
部
大
丞
源
国
政
昨
死
去
。
家
人
﹇

﹈

　
（
マ
　
マ
）
　

也
。
甚
足
レ

悲
。
国
政
者
故
美
濃
守 未

上
格
子
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六四

正
四
位
下
通
理
朝
臣
男
。
実
者
故
従
三
位
源
清
延
卿
男
也
。
歴
二

右
兵
衛
尉
・
兵

部
丞
一

。
遷
二

任
當
職
一

。
身
長
六
尺
余
。
其
力
強
健
。
六
月
中
病
没
。
遂
以
夭
亡
。

嗚
乎
悲
夫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
参
内
し
た
お
り
に
得
た
情
報
と
思
わ
れ
る
が
、

「
甚
足
悲
」「
嗚
乎
悲
夫
」
と
行
成
の
激
し
い
悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
国
政

の
父
清
延
の
死
去
は
『
日
本
紀
略
』
長
徳
二
年
正
月
某
日
条
に
「
入
道
従
三
位

源
清
延
薨
」
と
み
え
る
が
、『
権
記
』
残
存
記
事
欠
佚
期
間
で
、
そ
の
記
述
は
な

い
。
実
父
通
理
は
長
保
二
年
前
後
の
卒
か
と
さ
れ
る
（『
辞
典
』）
が
明
ら
か
で

は
な
い
。
男
に
国
政
の
ほ
か
国
基
（
挙
）
が
知
ら
れ
る
が
、
長
和
四
年
四
月
九

日
に
出
家
し
た
（『
小
右
記
』）。
行
成
と
国
政
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

父
や
実
父
と
の
関
係
で
記
載
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
猛

威
を
振
る
っ
て
い
た
疫
病
で
多
く
の
人
が
死
去
し
た
が
、『
権
記
』
に
も
少
な
か

ら
ず
そ
の
死
去
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、「
身
長
六
尺
余
。
其
力
強

健
」
と
し
て
知
ら
れ
た
国
政
が
突
然
に
死
去
し
た
こ
と
が
特
に
衝
撃
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

源
政
道
の
死
去
は
長
保
四
年
四
月
廿
三
日
戊
子
条
に
「
散
位
従
五
位
下
源
朝

臣
政
道
卒
。
前
備
前
介
相
近
朝
臣
一
男
。

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

父
相
近
は
藤
原
成
房
の
弟
薬
寿
の
元
服
の
お
り
に
「
冠
者
前
備
前
介
相
近
朝
臣
」
（
46
）

と
み
え
、
政
道
死
去
の
翌
日
に
行
成
は
相
近
を
弔
問
し
て
い
る
（
47
）こ

と
な
ど
か
ら
、

政
道
の
死
去
を
書
き
留
め
た
の
は
、
父
相
近
と
の
関
係
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
な
お
、
相
近
は
康
保
二
年
十
月
八
日
卒
と
さ
れ
る
（
48
）

。

辰
剋
以
後
忽
煩
胸

病
。
亥
剋
遂
亡
。

６

以
下
で
は
、
そ
の
他
の
人
物
の
出
家
・
死
去
の
記
載
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

布
瑠
以
孝
は
長
徳
四
年
七
月
十
日
条
に
「
此
日
前
参
河
守
従
五
位
上
布
瑠
以

孝
朝
臣
卒
。
故
大
蔵
大
輔
従
五
位
上
千
問
宿
禰
男
也
」
と
み
え
る
。
こ
の
日
参

内
し
た
お
り
に
得
た
情
報
で
あ
ろ
う
か
。
平
文
忠
は
翌
十
一
日
条
に
「
土
左
守

従
四
位
下
平
朝
臣
文
忠
卒
」
と
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
。
平
文
忠
は
九
日
前
に

東
三
条
院
御
読
経
の
料
米
調
進
を
奉
仕
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二

人
と
行
成
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
長
徳
四
年
疫
病

が
猖
獗
を
極
め
て
い
た
時
期
だ
け
に
、
周
辺
の
五
位
以
上
の
死
去
を
書
き
留
め

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
紀
斉
名
は
長
保
元
年
十
二
月
十
五
日
甲
子
条
に
「
此
日
従

五
位
上
行
式
部
少
輔
兼
大
内
記
越
中
権
守
紀
朝
臣
斉
名
卒
。
本
姓
田
口
。
後
改

為
二

紀
氏
一

。
當
時
名
儒
。
尤
巧
二

於
詩
一

。
今
當
二

物
故
一

。
時
人
惜
レ

之
。
時

年

三
」
と
み
え
る
。
行
成
の
関
心
は
「
當
時
名
儒
。
尤
巧
於
詩
」
と
い
う
と

こ
ろ
に
あ
り
、「
時
人
惜
之
」
と
い
う
人
物
の
死
去
を
悼
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

左
馬
権
助
親
扶
、
藤
原
国
幹
、
藤
原
孝
忠
の
死
去
は
長
保
二
年
六
月
廿
日
乙

丑
条
に
「
去
夕
左
馬
権
助
親
扶
朝
臣
卒
去
。
今
月
所
二

卒
去
一

民
部
丞
大
夫
国

幹
・
前
因
幡
守
孝
忠
等
也
。
近
日
疫
癘
漸
以
延
蔓
。
此
災
年
来
連
〃
無
レ

絶
」
と

み
え
る
も
の
で
、
つ
づ
い
て
疫
病
流
行
に
つ
い
て
の
行
成
の
見
解
を
記
し
た
も

の
で
あ
る
。
左
馬
権
助
親
扶
の
死
去
は
行
成
に
長
保
二
年
流
行
の
疫
病
を
考
え

る
き
っ
か
け
で
あ
り
、
国
幹
、
孝
忠
は
「
今
月
所
卒
去
」
の
者
と
し
て
名
を
連

ね
た
に
す
ぎ
な
い
。
木
工
助
済
成
の
死
去
は
同
年
七
月
七
日
壬
午
条
に
「
早
朝
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六五

参
内
。
有
レ

召
也
。
仰
云
。
木
工
助
済
成
死
去
畢
。
件
済
成
与
二

命
婦
源
平
子

一

為
二

夫
婦
一

。
而
平
子
従
者
女
童
昨
日
入
二

陣
内
一

。
在
二

女
房
曹
司
一

。
可
レ

為
レ

穢
也
」
と
み
え
る
も
の
で
、
死
穢
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

高
階
信
順
は
長
保
三
年
六
月
廿
九
日
己
巳
条
に
「
左
中
弁
高
階
信
順
朝
臣
夜

前
出
家
云
々
。
日
来
臥
病
不
レ

仕
。
剃
髪
即
亡
去
云
々
」
と
、
そ
の
出
家
・
死
去

が
記
さ
れ
て
い
る
。
信
順
は
成
忠
男
で
兄
弟
姉
妹
に
助
順
・
明
順
・
道
順
・
積

喜
・
高
内
侍
（
貴
子
）
・
光
子
が
知
ら
れ
る
（
49
）

。
明
順
は
寛
弘
六
年
三
月
卒
と
推
定

さ
れ
（
50
）

、
道
順
は
寛
弘
年
間
の
死
去
、
積
喜
は
長
和
三
年
時
在
世
（
51
）

、
助
順
に
つ
い

て
は
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
高
内
侍
（
光
子
）
は
佐
伯
公
行
妻
で
皇
后
定

子
の
乳
母
で
あ
っ
た
が
、
寛
弘
六
年
二
月
廿
日
丙
午
宣
旨
で
除
名
・
追
捕
さ
れ

て
い
る
（『
権
記
』
・
『
日
本
紀
略
』）。
高
内
侍
は
長
徳
二
年
十
月
の
死
去
（
52
）

。
こ

れ
ら
の
人
物
の
中
で
信
順
の
死
去
の
み
を
記
載
し
た
の
は
、
長
徳
三
年
か
ら
四

年
に
か
け
て
行
成
が
左
中
弁
、
信
順
が
権
左
中
弁
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
信
順
死
去
時
、
行
成
は
右
大
弁
で
あ
っ
た
。
高
階
氏
で
は
ほ
か
に
業
遠

の
死
去
が
寛
弘
七
年
四
月
十
日
己
未
条
に
「
寅
時
春
宮
権
亮
従
四
位
上
高
階
朝

臣
業
遠
卒
。

六
」
と
み
え
る
。
業
遠
は
敏
忠
男
で
、
成
章
等
の
兄
弟
が
あ
る

が
、「
大
殿
無
雙
者
也
」
（
53
）

と
あ
る
よ
う
に
、
道
長
に
近
侍
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

行
成
の
関
心
も
こ
の
辺
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

藤
原
義
理
は
長
保
四
年
五
月
六
日
辛
丑
条
に
「
前
出
羽
守
従
五
位
上
藤
原
朝

臣
義
理
卒
去
。
故
伊
世
守
従
四
位
上
忠
邦
男
。
実
故
山
城
守
従
四
位
下
国
隣
男

也
」
と
み
え
る
。
南
家
三
守
流
有
声
孫
で
忠
邦
男
と
さ
れ
る
が
、
実
父
は
北
家

高
房
流
佐
高
曽
孫
・
国
隣
で
あ
る
と
い
う
。
長
保
元
年
七
月
に
行
成
に
馬
二
匹

治
部
少

輔
也
。

を
贈
っ
て
お
り
、
同
二
年
九
月
に
も
馬
一
匹
を
贈
っ
て
い
る
（
54
）

。
ま
た
、
長
保
四

年
三
月
廿
六
日
壬
戌
条
に
は
「
前
出
羽
守
義
理
朝
臣
来
。
返
二

授
先
年
下
向
之
時

借
与
金
蒔
絵
鞘
野
剣
一
腰
並
細
櫃
一

」
と
あ
り
、
行
成
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
。

平
中
納
言
（
惟
仲
）
は
寛
弘
二
年
四
月
廿
四
日
辛
丑
条
に
「
参
内
。
源
中
納
言

参
陣
。
被
レ

奏
二

平
中
納
言
薨
之
由
一

。
依
二

内
侍
不
レ

候
一

。
於
二

弓
場
殿
一

付
二

蔵

人
一

被
レ

奏
。
不
レ

下
二

御
簾
一

。
外
記
仰
二

内
豎
一

不
二

音
奏
一

。
詣
二

左
府
一

」
と
、

薨
奏
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
死
去
は
前
月
十
四
日
の
こ
と
で
、
随
身
の
平

昌
生
が
大
宰
府
か
ら
骨
を
も
た
ら
し
た
の
は
薨
奏
の
四
日
前
で
あ
っ
た
（
55
）

。
行
成

と
惟
仲
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
藤
原
行
成
』
一
五
七
頁
に
み
え
る
が
、
浅
か
ら

ぬ
関
係
で
あ
っ
た
。

敦
兼
朝
臣
は
寛
弘
五
年
二
月
廿
日
辛
亥
条
に
「
去
夜
於
二

左
大
殿
一

。
飛
騨
前

司
敦
兼
朝
臣
頓
滅
云
〃
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
月
に
頓
死
し
た

前
若
狭
神
藤
原
元
仲
（
56
）の

こ
と
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
敦
兼
が
左
大
殿
で

頓
滅
し
た
の
に
対
し
て
元
仲
は
右
大
臣
（
顕
光
）
家
で
あ
っ
た
こ
と
の
違
い
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
弘
道
は
寛
弘
五
年
五
月
廿
二
日
壬
子
条
に
「
従
四
位
下

文
章
博
士
東
宮
学
士
藤
原
弘
道
卒
。
時
年
五
十
五
」
と
み
え
る
。
弘
道
は
式
家

種
継
流
の
佐
世
曽
孫
で
後
生
男
で
あ
る
。
文
章
博
士
東
宮
学
士
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
行
成
と
は
学
問
的
繋
が
り
も
想
像
さ
れ
る
。

佐
伯
公
行
の
出
家
は
寛
弘
七
年
三
月
十
一
日
庚
寅
条
に
「
前
伊
予
守
正
四
位

下
佐
伯
公
行
出
家
」
と
み
え
る
。
公
行
の
妻
が
高
階
光
子
で
あ
っ
た
関
係
で
あ

ろ
う
。
小
槻
宿
禰
奉
親
の
出
家
は
寛
弘
八
年
正
月
廿
六
日
庚
子
条
に
「
此
日
正

五
位
下
行
左
大
史
兼
算
博
士
淡
路
守
小
槻
宿
禰
奉
親
上
レ

自
二

任
国
一

。
不
レ

入
二
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六六

京
洛
一

。
登
二

横
河
山
一

剃
頭
入
道
。
遂
二

年
来
之
志
一

也
。
于
レ

時
年

九
」
と
み

え
る
。
小
槻
奉
親
は
太
政
官
内
の
実
務
を
掌
握
し
て
官
務
家
の
基
礎
を
築
い
た

人
物
と
さ
れ
（
57
）

、
行
成
と
も
浅
か
ら
ぬ
関
係
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、「
不
入
京

洛
」
に
出
家
し
た
こ
と
が
行
成
の
関
心
に
叶
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
藤
原
有
国

の
死
去
は
寛
弘
八
年
七
月
十
一
日
条
に
「
曉
更
修
理
大
夫
薨
云
々
」
と
み
え
る
。

道
長
家
司
で
、
菅
原
文
時
門
下
の
文
人
貴
族
で
あ
っ
た
。
行
成
の
道
長
周
辺
へ

の
関
心
に
加
え
て
、
学
問
的
関
心
が
彼
の
死
去
を
書
き
留
め
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

行
成
家
女
房
と
思
わ
れ
る
兵
衛
の
死
去
は
長
徳
四
年
七
月
廿
二
日
戊
寅
条
に

「
兵
衛
死
。

。
此
夕
出
二

於
彼
東
宅
一

」
と
あ
る
。
行
成
病
中
で
は
あ
る
が
、

自
ら
も
生
死
を
彷
徨
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。僧

侶
で
は
真
喜
、
覚
縁
、
明
久
、
明
豪
、
観
修
、
覚
運
の
死
去
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

観
修
の
死
去
は
寛
弘
五
年
七
月
八
日
丙
寅
条
に
「
申
剋
前
大
僧
正
観
修
卒
去
。

年
六
十
四
」
と
あ
り
、
覚
運
の
死
去
は
寛
弘
四
年
十
一
月
一
日
甲
子
条
に
「
覚

運
大
僧
都
去
夜
卒
去
云
〃
。
仏
法
棟
梁
。
国
家
珍
宝
也
。
今
聞
二

逝
去
一

。
悲
涙

灑
レ

襟
云
〃
」
と
記
し
て
い
る
。
覚
運
は
行
成
が
摩
訶
止
観
等
の
講
授
を
う
け
た

名
僧
（
58
）で

あ
り
、
観
修
は
道
長
の
信
任
厚
い
名
僧
で
、
行
成
室
の
産
気
に
も
加
持

を
務
め
て
い
る
（
59
）

。
覚
縁
の
死
去
は
長
保
四
年
四
月
卅
日
乙
未
条
に
「
大
炊
大
属

茂
信
来
云
。
覚
縁
律
師
日
来
在
二

茂
信
一

建
立
寺
。
而
此
曉
帰
二

般
若
寺
一

入
滅
者
」

と
み
え
、
真
喜
は
長
保
二
年
二
月
七
日
乙
卯
条
に
「
僧
正
法
印
大
和
尚
位
真
喜

卒
」
と
あ
り
、
明
久
は
長
保
四
年
六
月
十
八
日
癸
未
条
に
「
詣
二

左
府
一

。
山
階

北
東
対

北
面
也

（
興
福
寺
）
権
別
当
律
師
明
久
所
死
去
云
々
」
と
み
え
る
。
覚
縁
は
藤
原
実
資
と
の

関
係
が
目
に
つ
く
が
、
行
成
の
世
尊
寺
供
養
に
十
僧
を
務
め
て
い
る
（
60
）

。
ま
た
詩

文
の
才
に
も
富
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
（
61
）

、
そ
の
点
で
行
成
と
の
交
流
が
想
像
さ
れ

る
。
真
喜
は
藤
原
氏
の
氏
寺
興
福
寺
別
当
を
務
め
た
人
物
で
、
明
久
も
興
福
寺

権
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
豪
の
死
去
は
長
保
四
年

八
月
廿
四
丁
亥
条
に
「
大
僧
正
明
豪
於
横
川
入
滅
云
〃
」
と
あ
る
。
明
豪
は
覚

縁
と
と
も
に
世
尊
寺
供
養
に
十
僧
を
務
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、『
権
記
』
残
存
記
事
期
間
に
死
去
し
た
僧
侶
は
、
ほ
か
に
静
昭
、

増
賀
、
平
伝
、
真
興
、
平
超
、
勝
算
が
知
ら
れ
る
。
静
昭
は
高
階
成
忠
男
で
、

長
保
五
年
正
月
八
日
の
死
去
（『
僧
綱
補
任
』）。
長
保
三
年
六
月
廿
六
日
丙
寅
条

に
は
「
静
昭
阿
闍
梨
与
尾
張
守
（
大
江
匡
衡
）
来
会
」
と
み
え
る
。
増
賀
は
長
保
五

年
六
月
九
日
の
死
去
（『
扶
桑
略
記
』）
で
あ
る
が
、
名
聞
を
捨
て
多
武
峯
に
入

っ
た
僧
で
あ
る
（『
辞
典
』）。
平
伝
は
権
少
僧
都
・
興
福
寺
僧
で
、
寛
弘
元
年
八

月
廿
八
日
の
死
去
（『
日
本
紀
略
』）。
真
興
も
興
福
寺
僧
・
権
少
僧
都
で
、
寛
弘

元
年
十
月
廿
三
日
の
死
去
（『
日
本
紀
略
』）。
道
長
と
の
関
係
が
知
ら
れ
る
。
平

超
は
寛
弘
四
年
十
一
月
十
六
日
の
死
去
で
、
権
律
師
・
大
安
寺
別
当
で
あ
っ
た
。

勝
算
は
寛
弘
八
年
十
月
廿
九
日
の
死
去
（『
日
本
紀
略
』）。
延
暦
寺
僧
で
大
僧
都

で
あ
っ
た
。
実
資
と
関
係
が
深
か
っ
た
が
、
世
尊
寺
供
養
に
十
僧
を
務
め
て
い

る
。
彼
ら
と
『
権
記
』
に
死
去
を
記
載
し
た
僧
た
ち
と
の
違
い
は
明
確
で
は
な

い
が
、
行
成
に
と
っ
て
精
神
的
支
柱
と
な
っ
た
名
僧
や
氏
寺
興
福
寺
別
当
で
あ

っ
た
僧
な
ど
が
主
に
書
き
留
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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７

こ
れ
ま
で
、
主
に
『
権
記
』
に
出
家
・
死
去
が
記
載
さ
れ
た
人
物
と
行
成
と
の

関
係
を
検
討
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、『
権
記
』
残
存
記
事
期
間
に
出
家
・
死
去

し
た
が
、
行
成
が
そ
れ
を
書
き
留
め
な
か
っ
た
人
物
で
、
前
述
し
な
か
っ
た
者

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

正
暦
二
年
か
ら
四
年
の
間
で
は
、
前
斎
宮
二
品
輔
子
内
親
王
（
62
）が

知
ら
れ
る
。

輔
子
内
親
王
は
藤
原
安
子
所
生
の
村
上
皇
女
で
あ
る
が
、
行
成
と
外
戚
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
行
成
は
一
条
院
皇
女
以
外
の
内
親
王
に
つ
い
て
は
、
そ
の
出

家
・
死
去
を
記
載
す
る
気
は
無
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
盛
子
内
親
王
、

楽
子
内
親
王
も
薨
奏
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。

長
徳
三
年
か
ら
四
年
に
は
疫
病
で
多
く
の
人
が
死
去
し
た
が
、
行
成
が
記
さ

な
か
っ
た
人
物
は
、
長
徳
三
年
の
死
去
と
み
え
る
源
満
仲
。
長
徳
四
年
の
死
去

と
み
え
る
藤
原
方
隆
。
九
月
死
去
し
た
前
女
御
婉
子
女
王
（『
日
本
紀
略
』）。
長

徳
四
年
中
の
死
去
が
知
ら
れ
る
太
皇
太
后
宮
亮
従
四
位
下
藤
原
為
頼
。
源
通
義

が
あ
る
（
63
）

。

源
満
仲
は
『
権
記
』
残
存
記
事
以
前
に
出
家
（
64
）し

て
お
り
、
摂
津
国
多
田
に
住

し
た
た
め
、
行
成
の
関
心
の
外
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
原
方
隆
は
南
家
真

作
流
で
、
冷
泉
院
判
官
代
従
四
位
下
と
み
え
る
。
冷
泉
院
判
官
代
で
あ
っ
た
こ

と
は
源
親
雅
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
父
高
雅
の
よ
う
な
係
累
は
方
隆
周
辺
に

は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
点
が
行
成
の
関
心
を
喚
起
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
婉
子
女
王
は
為
平
親
王
女
で
花
山
院
女
御
で
あ
っ
た
が
、
藤
原
実
資
室
と

な
っ
た
。
行
成
は
実
資
と
交
流
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
室
家
の
死
去
ま
で
は

書
き
留
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
死
去
は
記
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
長
保

元
年
七
月
三
日
条
に
そ
の
周
忌
法
事
が
禅
林
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
。
藤
原
為
頼
は
北
家
良
門
流
で
、
歌
人
で
あ
っ
た
。
小
野
宮
家
や
具

平
親
王
家
に
も
出
入
り
し
て
い
た
（
65
）こ

と
か
ら
、
行
成
と
も
面
識
が
あ
っ
た
可
能

性
は
あ
る
が
、
和
歌
に
堪
能
で
な
か
っ
た
行
成
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

僧
侶
で
は
、
長
徳
三
年
八
月
に
死
去
し
た
権
少
僧
都
仁
覚
、
天
台
座
主
権
僧

正
暹
賀
（
66
）

、
大
僧
都
聖
救
。
長
徳
四
年
七
月
に
死
去
し
た
権
律
師
安
真
。
長
徳
四

年
中
に
死
去
し
た
少
僧
都
信
慶
（
以
上
、『
僧
綱
補
任
』）
が
知
ら
れ
る
。

仁
覚
は
大
安
寺
僧
。
暹
賀
は
慈
恵
大
師
の
弟
子
で
、
聖
救
と
は
兄
弟
で
あ
る

（『
本
朝
高
僧
伝
』）。
安
真
は
延
暦
寺
僧
で
崇
福
寺
別
当
を
務
め
た
。
信
慶
は
延

暦
寺
僧
で
法
性
寺
阿
闍
梨
。
い
ず
れ
も
名
僧
で
は
あ
る
が
、
行
成
の
時
代
に
は

す
で
に
長
老
で
、
行
成
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
な
場
は
な
か
っ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。

長
保
元
年
か
ら
寛
弘
八
年
の
間
で
は
、
長
保
三
年
に
死
去
し
た
と
み
え
る
山

城
守
正
五
位
下
藤
原
宣
孝
（
67
）

。
寛
弘
二
年
に
出
家
し
た
藤
原
永
頼
（
68
）が

あ
る
。

藤
原
宣
孝
は
北
家
高
藤
流
で
、
兄
弟
に
惟
孝
、
惟
説
が
い
る
。
紫
式
部
の
夫

で
も
あ
っ
た
。
定
子
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
清
少
納
言
と
交
流
の
あ
っ
た
行
成

と
、
直
接
に
関
係
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
永
頼
は
南
家
貞
嗣
流
で
、
皇

太
后
宮
権
大
夫
等
に
任
じ
、
受
領
を
歴
任
し
て
従
三
位
に
い
た
っ
た
。
実
資
と

の
結
び
つ
き
が
み
ら
れ
る
が
、
行
成
と
の
関
わ
り
は
知
ら
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

『
権
記
』
に
出
家
・
死
去
が
記
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
、
行
成
と
の
関
係
を
考

察
し
て
き
た
。

行
成
が
出
家
・
死
去
を
記
し
た
人
物
は
、
親
族
を
中
心
に
、
そ
の
外
戚
に
連

な
る
皇
族
や
行
成
が
奉
仕
し
た
皇
后
定
子
を
中
心
と
す
る
中
関
白
家
の
人
々
、

権
力
者
道
長
周
辺
の
人
物
、
さ
ら
に
は
行
成
の
関
心
に
叶
っ
た
人
物
―
学
問
的

関
心
や
良
吏
的
存
在
、
衆
望
の
人
物
な
ど
を
書
き
留
め
た
。
他
に
は
精
神
的
支

柱
と
な
っ
た
名
僧
や
氏
寺
興
福
寺
関
係
の
僧
な
ど
の
死
去
を
も
記
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
行
成
の
無
常
観
と
と
も
に
悲
し
み
を
表
し
て
い
る
の
だ
が
、
な
か

に
は
情
報
と
し
て
書
き
留
め
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

日
記
で
あ
る
以
上
、
私
的
関
心
に
基
づ
く
記
述
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、

そ
こ
に
記
録
者
の
親
交
な
ど
も
書
き
留
め
ら
れ
る
。
出
家
・
死
去
記
事
の
記
載

は
そ
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
端
的
に
記
録
者
の
人
物
に
対
す
る
関
心
を
表
す
も

の
で
あ
り
、
行
成
が
ど
の
よ
う
な
人
物
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
行
成
は
多
忙
な
日
々
の
中
で
儀
式
次
第
を
中
心
に
日
記
を
記
し
た

が
、
関
心
を
寄
せ
た
人
物
の
出
家
・
死
去
を
も
丹
念
に
記
録
し
て
い
る
の
で
あ

る
。行

成
の
親
交
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
訪
問
者
や
種
々
の
依
頼
へ
の
対
応
記

事
、
様
々
な
参
詣
記
事
な
ど
も
検
討
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
機
会
を
改

め
た
い
。

註

１

拙
稿
「『
権
記
』
に
み
え
る
親
王
参
詣
記
事
に
つ
い
て
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究

論
集
』
第
三
四
集
、
一
九
九
九
年
十
二
月
）。

２

黒
板
伸
夫
『
藤
原
行
成
』
一
三
一
頁
（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）。

以
下
、『
行
成
』
と
略
す
。

３

『
小
右
記
』
十
目
録
「
左
近
中
将
（
従
四
位
上
藤
原
）
道
信
（
為
光
男
）
卒
」。

４

『
公
卿
補
任
』
正
暦
六
年
条
。

５

『
行
成
』
四
二
頁
。

６

『
行
成
』
三
六
頁
。

７

『
日
本
紀
略
』
貞
元
元
年
六
月
十
七
日
条
。

８

『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
七
月
十
五
日
壬
寅
条
。

９

『
公
卿
補
任
』
永
延
二
年
条
。

10

『
平
安
時
代
史
事
典
』
下
巻
二
四
四
三
頁
、
井
上
宗
雄
氏
執
筆
（
角
川
書
店
、
一

九
九
四
年
。
以
下
、『
事
典
』
と
略
す
）。
な
お
、
本
文
中
の
人
物
の
経
歴
等
は
多

く
、『
事
典
』
及
び
槇
野
廣
造
編
『
平
安
人
名
辞
典
ー
長
保
二
年
』（
高
科
書
店
、

一
九
九
三
年
）
を
参
照
し
た
。
以
下
、『
平
安
人
名
辞
典
ー
長
保
二
年
』
に
よ
っ
た

場
合
は
、『
辞
典
』
と
略
し
、
注
記
し
な
い
。

11

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
三
月
十
五
日
条
、
同
七
月
六
日
条
、
同
四
年
閏
五
月

十
七
日
条
、
同
五
年
十
月
十
七
日
条
。

12

『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
四
五
一
頁
。

13

『
行
成
』
二
七
五
頁
。

14

行
成
の
男
良
経
は
為
尊
親
王
の
も
と
で
養
育
さ
れ
た
。『
行
成
』
一
三
六
頁
参
照
。

15

宗
子
は
『
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年
七
月
廿
一
日
丁
亥
条
、
尊
子
は
『
小
右
記
』
寛

和
元
年
五
月
二
日
丙
午
条
、
光
子
は
『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
六
月
廿
六
日
条
。

16

『
権
記
』
長
保
三
年
三
月
二
日
甲
戌
条
、
寛
弘
六
年
四
月
七
日
壬
辰
条
。（
以
下
、

出
典
が
『
権
記
』
の
場
合
は
年
月
日
条
の
み
を
記
す
。）

17

長
保
元
年
九
月
廿
一
日
条
。
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18

長
保
三
年
二
月
六
日
戊
申
条
。

19

寛
弘
六
年
八
月
十
四
日
丙
申
条
。

20

『
尊
卑
分
脉
』
第
四
篇
九
四
頁
。

21

『
事
典
』
上
巻
三
四
七
頁
、
川
口
久
雄
氏
執
筆
。

22

『
小
右
記
』
長
徳
元
年
四
月
十
一
日
丁
亥
。

23

以
上
、『
公
卿
補
任
』
長
徳
元
年
条
。『
公
卿
補
任
』
寛
徳
元
年
条
。『
日
本
紀
略
』

長
和
四
年
二
月
四
日
乙
卯
条
。『
左
経
記
』
寛
仁
三
年
九
月
四
日
丁
巳
条
。

24

『
行
成
』
一
一
六
頁
。

25

『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』
は
行
成
の
三
条
第
に
て
崩
御
し
た
と
す
る
。

26

長
保
三
年
閏
十
二
月
廿
四
日
辛
卯
条
。

27

『
新
勅
選
和
歌
集
』
十
八
雑
歌
三
「
右
近
中
将
成
信
、
三
井
寺
に
ま
か
り
て
出
家

し
侍
け
る
に
装
束
つ
か
は
す
と
て
、
け
さ
に
む
す
ひ
つ
け
侍
け
る
　
　
一
条
左
大

臣
室
」。

28

『
尊
卑
分
脉
』
第
二
篇
十
九
頁
。

29

貴
子
は
『
栄
花
物
語
』
五
に
「（
長
徳
二
年
）
神
無
月
の
廿
日
余
り
の
程
に
、
京
に

は
母
北
方
う
せ
給
ぬ
」
と
み
え
、
道
兼
は
『
公
卿
補
任
』
正
暦
六
年
条
に
「
五
月

八
日
薨
于
二
条
亭
」
と
あ
る
。

30

『
日
本
紀
略
』
長
徳
四
年
七
月
其
日
条
「
入
道
従
二
位
高
階
朝
臣
成
忠
薨
。
年
七

十
六
」。

31

『
弁
官
補
任
』
第
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
二
年
）。

32

『
公
卿
補
任
』
長
徳
四
年
条
。

33

『
事
典
』
下
巻
二
四
三
七
頁
、
関
口
力
氏
執
筆
。

34

乗
方
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
三
八
一
頁
に
「
寛
徳
三
二
」
と
あ
る
が
、『
辞
典
』

は
寛
弘
の
誤
り
か
と
す
る
。
道
方
は
『
権
記
』
残
存
記
事
以
降
も
生
存
。
相
方
は

『
小
右
記
』
十
一
目
録
に
長
保
元
年
「
故
権
左
中
弁
」
と
み
え
る
。
致
方
は
『
権
記
』

残
存
記
事
以
前
の
死
去
。

35

長
保
三
年
正
月
七
日
己
卯
条
。

36

『
行
成
』
一
一
六
頁
、
一
四
〇
頁
。

37

『
事
典
』
下
巻
二
四
三
九
頁
、
角
田
文
衛
氏
執
筆
。

38

『
栄
花
物
語
』
巻
十
六
に
「
年
頃
大
と
の
ゝ
御
子
の
や
う
に
思
き
こ
え
給
へ
り
け

れ
ば
」
と
あ
る
。

39

長
保
三
年
二
月
四
日
丙
午
条
。

40

『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
四
八
〇
・
四
八
一
頁
。

41

『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
三
九
・
四
〇
頁
。
な
お
、
源
惟
正
男
に
つ
い
て
は
、
槇
野

廣
造
「
源
惟
正
の
子
供
た
ち
」（『
平
安
文
学
研
究
』
第
七
四
号
、
一
九
八
五
年
十

二
月
）
参
照
。

42

正
暦
四
年
正
月
九
日
条
。『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
五
月
十
九
日
条
。

43

長
保
元
年
八
月
廿
九
日
条
。
同
十
二
月
一
日
条
。

44

『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
元
年
閏
九
月
十
五
日
条
。

45

『
扶
桑
略
記
』
寛
弘
六
年
二
月
廿
日
条
。『
百
錬
抄
』
寛
弘
六
年
二
月
四
日
条
。

46

長
保
二
年
十
二
月
十
三
日
丙
辰
条
。

47

長
保
四
年
四
月
廿
四
日
己
丑
条
。

48

『
二
十
一
代
集
才
子
伝
』。

49

『
尊
卑
分
脉
』
第
四
篇
一
一
一
・
一
一
二
頁
。

50

『
栄
花
物
語
』
巻
八
勘
物
。『
辞
典
』。

51

以
上
、『
小
右
記
』
長
和
元
年
四
月
廿
七
日
条
。
同
長
和
三
年
十
月
廿
四
日
条
。

52

『
栄
花
物
語
』
巻
五
。『
権
記
』
残
存
記
事
欠
佚
期
間
。

53

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
十
二
月
七
日
条
。

54

長
保
元
年
七
月
廿
一
日
条
。
同
二
年
九
月
十
三
日
丁
巳
条
。

55

『
小
右
記
』
・
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
二
年
四
月
廿
日
丁
酉
条
。

56

『
日
本
紀
略
』
寛
弘
五
年
二
月
十
七
日
条
。

57

『
事
典
』
上
巻
四
〇
三
頁
、
関
口
力
氏
執
筆
。

58

『
行
成
』
一
六
七
頁
。

59

長
徳
四
年
十
二
月
二
日
条
。

60

長
保
三
年
二
月
廿
九
日
辛
未
条
。

61

『
事
典
』
上
巻
四
五
六
頁
、
竹
居
明
男
氏
執
筆
。

62

『
日
本
紀
略
』
正
暦
三
年
三
月
三
日
条
。

63

満
仲
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇
六
二
頁
。
方
隆
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
二
篇
四
五
一



『権記』記載の出家・死去記事

七〇

頁
「
長
徳
四
七
ゝ
卒
」。
為
頼
は
『
千
載
和
歌
集
』
・
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（『
事
典
』

下
巻
二
一
三
七
頁
参
照
、
増
田
繁
夫
氏
執
筆
）。
通
義
は
『
尊
卑
分
脉
』
第
三
篇

「
長
徳
四
ー
卒
」。

64

『
小
右
記
』
十
一
逸
文
、
永
延
元
年
八
月
十
六
日
条
。

65

註
63
『
事
典
』
参
照
。

66

『
日
本
紀
略
』
長
徳
三
年
八
月
一
日
条
。

67

『
尊
卑
分
脉
』
第
二
篇
「
長
保
三
四
廿
五
卒
」。

68

『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
十
月
廿
七
日
条
。


